
〔運営交付金〕

様式第９号（第５条関係）

年 月 日

笠岡市長　殿

年 月

１　変更交付申請額 円

　 （交付金決算額）

　〔内訳〕 （単位：円）

２　交付金が減額変更になった理由

【添付書類】

（２）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書（様式第１１号）

（３）支払書類（レシート等）の原本

（４）事業の実施状況がわかる写真及び成果品

（５）その他参考となる書類　

令和 6 3 31

所 在 地 笠岡市今立2399

協 議 会 名 今井地区まちづくり協議会

協議会長名 会長 小寺主

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）

変更申請書（兼）実績報告書

令和 5 4 1 日付け笠岡市指令協第 158 号で交付決定を受けた交付金に

ついて，次のとおり交付額の変更を申請します。併せて，次のとおり活動が完了したので，

笠岡市魅力あるまちづくり交付金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて報告します。

記

1,331,829

交付決定額（Ⅰ）
変更交付申請額（Ⅱ）

（交付金決算額）

返還額
（Ⅰ）－（Ⅱ）

1,435,000 1,331,829 103,171

（１）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書（様式第１０号）

コスト削減に努めたため。



〔運営交付金〕

様式第１０号（第５条関係）

　　　

協議会名

　　　※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書

今井地区まちづくり協議会

実施期間 令和 5 年4月1日　 から　 令和 6 年3月31日　 まで  

会議の種類 開催結果

総会
※または総会に準ずるもの

開催時期： 5 月， 開催形式： 対面

その他会議 開催回数： ４６ 回 会議の種類： 第2部会、今井イノコミプロジェクト、部門間会議、まちづくり計画策定

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

会
議
の

開
催
結
果

成
果

今井小学校廃校そして、活動拠点移動・まちづくり計
画策定と激しく活動が変動する中、地域にタイムリー
に情報を提供することが出来た。

課
題

参加につながる広報メンバーの強化。

成
果

「新しい今井づくり」を目指し、今井小学校跡地に拠
点移動し、住民アンケートをベースにして住民による
協議の積み重ねで、これからの活動の骨格である「み
んなの今井　まちづくり計画＆拠点計画」冊子作製す
ることが出来た。

課
題

「新しい今井づくり」の活動方針に基づき、具体的活
動を展開すること。

成
果

有志による耕作放棄地活用「にこにこ農園」を拡張
し、従来の”花いっぱい事業”と合併した。そして、
２０２４年１月より、新たな耕作放棄地を借用申請し
てスタートした。

課
題

地域に活動を知っていただき、多くの活動参加者を集
めること。

成
果

今井栄養委員会との防災実習・展示ブースにて、いざ
という時の備え、意識の啓蒙・啓発活動を始めること
が出来た。また、今立自治会に働きかけ、防災士を４
名確保できた。

課
題

当地区には、まちづくり活動から各地区に自主防災組
織を設立した経緯があり、協議会として全面に出るこ
となく如何に側面から地域支援するかである。

活
動
費
の
活
動
結
果

広報活動

①発行回数：6回　発行時期：6月、9月、12月、
３月、臨時号2回
②内容：予算・決算報告　1回、活動計画・活動
報告　3回、また、本年度は、まちづくり計画策
定の進歩状況を随時記載報告
③配布方法：今井地区全戸に配布
④HP・Instagramにて活動発信有り　　　　　　　　　
⑤活動の進歩により回覧チラシを発行し、まち
づくり活動の周知・参加を求めていった。　

地域活性化事業

住民アンケートを基に理事・代議員・一般有志
にて毎月協議を重ね、まちづくり計画の具体的
推進をして、
①空き家・耕作放棄地・獣害　②みんなの集ま
る場所　③若い世代の参加　④移動・見守り・
助け合いの4テーマに絞り込みことが出来た。そ
して、それぞれテーマ別に具体的活動に向けて
協議を進めている。
２０２４年１月から
①支援サポート講習 ②耕作放棄地活用”にこに
こ農園”　③相続登記義務化講座　④今井スマ
ホスクール開校　⑤今井そばの学校と具体的な
動きが起きている。

地域交流事業

にこにこ農園では、ひまわり・コキアを楽しむ
ことができた。２０２４年１月からは、新たに
申請した耕作放棄地にてチューリップ、菜の
花、レンゲを植え付けた。

自主防災事業

１０／２９今井文化祭において、今井栄養委員
会さんに協力して、災害時の食の備え・パック
クッキング実習のコーナーを設けることが出来
た。また、園井地区の防災訓練等に今立地区総
代が参加するなか、今立地区で防災士４名資格
者を確保することが出来た。



〔運営交付金〕

　　　

　　　

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

行政間連携事業

行政間連携事業

※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

課
題

活
動
費
の
活
動
結
果



〔運営交付金〕

様式第１１号（第５条関係）

　　　

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

回

【支出の部】 （単位：円）

修繕料

市交付金の返還額

（Ⅰ）　－　（Ⅱ）

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書

今井地区まちづくり協議会

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金(①＋②） (Ⅰ) 1,435,000 (Ⅱ) 1,331,829 103,171

①市交付金 1,360,000 1,256,829 103,171

②市交付金加算枠 75,000 75,000 0

広報発行数：年 6

交付金の種類： 運営 交付金

策定期間：令和4～5年度

交付金の種類： 運営 交付金

行政間連携事業 0 0 0

その他収入 8,400 0 8,400

自主財源（加算枠返還分） 0 0 0

8,400 8,400

0

0

計 1,443,400 1,331,829 111,571

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

人件費 290,000 127,000 163,000 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

賃借料 488,400 488,400 0 〃

光熱水費 285,000 188,456 96,544 〃

運営費 231,000 299,330 △ 68,330

消耗品費 60,000 36,160 23,840 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

食糧費 0 0 〃

印刷製本費 0 0 〃

42,000 △ 42,000 〃

通信運搬費 6,000 3,150 2,850 〃

手数料 2,000 9,500 △ 7,500 〃

使用料及び賃借料 48,000 57,750 △ 9,750 〃

浄化槽管理 115,000 115,970 △ 970 〃

備品購入費 34,800 △ 34,800 〃

活動費 149,000 228,643 △ 79,643

広報活動 50,000 66,500 △ 16,500 別紙「【活動費】積算資料①」のとおり

地域活性化事業 60,000 128,895 △ 68,895 別紙「【活動費】積算資料②」のとおり

地域交流事業 23,000 21,939 1,061 別紙「【活動費】積算資料③」のとおり

自主防災事業 16,000 11,309 4,691 別紙「【活動費】積算資料④」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑤」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑥」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑦」のとおり

行政間連携事業 0 0 0

0 0 0 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑩」のとおり

　 0 0 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑪」のとおり

加算枠返還金 0 0 0 自主財源充当

0

　　決算額のうち市交付金分

(Ⅱ) 1,331,829

103,171 円

広報活動 50,000 50,000 0

まちづくり計画策定 25,000 25,000 0

計 1,443,400 1,331,829 111,571



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 12 12,000 12,000
2 6 6 12,000 24,000
3 7 19 14,000 38,000
4 8 9 11,000 49,000
5 9 8 12,000 61,000
6 10 11 12,000 73,000
7 11 7 9,000 82,000
8 12 22 9,000 91,000
9 12 25 12,000 103,000
10 6 2 8 7,000 110,000
11 2 26 8,000 118,000
12 3 25 9,000 127,000
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

127,000

出     納     簿

支払先 摘　　　要
事務局員１ 賃金（4月分）
事務局員１ 賃金（5月分）
事務局員１ 賃金（6月分）
事務局員１ 賃金（7月分）
事務局員１ 賃金（8月分）
事務局員１ 賃金（9月分）
事務局員１ 賃金（10月分）
事務局員１ 賃金（11月分）
事務局員１ 賃金（12月分）
事務局員１ 賃金（１月分）
事務局員２ 賃金　議事録作成１年分
事務局員１ 賃金（３月分）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 人件費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 28 40,700 40,700
2 5 31 40,700 81,400
3 6 30 40,700 122,100
4 7 31 40,700 162,800
5 8 31 40,700 203,500
6 10 2 40,700 244,200
7 10 31 40,700 284,900
8 11 30 40,700 325,600
9 12 29 40,700 366,300
10 6 1 31 40,700 407,000
11 2 29 40,700 447,700
12 3 29 40,700 488,400
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

488,400

出     納     簿

支払先 摘　　　要
農協 家賃（4月分）
　〃 家賃（5月分）
　〃 家賃（6月分）
　〃 家賃（7月分）
　〃 家賃（8月分）
　〃 家賃（9月分）
　〃 家賃（10月分）
　〃 家賃（11月分）
　〃 家賃（12月分）
　〃 家賃（１月分）
　〃 家賃（２月分）
　〃 家賃（３月分）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 賃借料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 8 10,921 10,921
2 5 8 4,043 14,964
3 5 31 4,400 19,364
4 6 6 9,504 28,868
5 6 6 4,036 32,904
6 7 5 9,709 42,613
7 7 5 3,958 46,571
8 7 31 4,400 50,971
9 8 7 10,546 61,517
10 8 7 4,210 65,727
11 9 5 11,384 77,111
12 9 5 5,956 83,067
13 10 2 4,609 87,676
14 10 5 9,251 96,927
15 10 5 5,307 102,234
16 11 6 9,345 111,579
17 11 6 4,771 116,350
18 11 30 4,400 120,750
19 12 6 8,256 129,006
20 12 6 4,219 133,225
21 12 10 3,672 136,897
22 6 1 4 7,536 144,433
23 1 4 4,812 149,245
24 2 6 7,074 156,319
25 2 6 4,615 160,934
26 2 12 3,672 164,606
27 3 6 7,030 171,636
28 3 6 4,683 176,319
29 4 4 7,503 183,822
30 4 4 4,634 188,456
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

188,456

出     納     簿

支払先 摘　　　要
中国電力 電灯料（4月分）
　　〃 電気代（4月分）
水道局 水道料
中国電力 電灯料（5月分）
　　〃 電気代（5月分）
　　〃 電灯料（6月分）
　　〃 電気代（6月分）
水道局 水道料
中国電力 電灯料（7月分）
　　〃 電気代（7月分）
　　〃 電灯料（8月分）
　　〃 電気代（8月分）
水道局 水道料
中国電力 電灯料（9月分）
　　〃 電気代（9月分）
　　〃 電灯料（10月分）
　　〃 電気代（10月分）
水道局 水道料
中国電力 電灯料（11月分）
　　〃 電気代（11月分）
ユーホー 灯油代　　　2×＠1836
中国電力 電灯料（12月分）
中国電力 電気代（12月分）
中国電力 電灯料（１月分）
中国電力 電気代（１月分）
ユーホー 灯油代　　１８ℓ×＠１８３６

中国電力 電灯料（2月分）
中国電力 電気代（2月分）
中国電力 電灯代（３月分）
中国電力 電気代（３月分）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 光熱水費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 11 918 918
2 5 12 4,500 5,418
3 5 14 1,880 7,298
4 19 990 8,288
5 28 8,310 16,598
6 7 19 4,902 21,500
7 7 29 602 22,102
8 8 2 3,036 25,138
9 4 1,628 26,766
10 7 3,256 30,022
11 10 6 6,138 36,160
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

36,160

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ナフコ 4/6　メッセージボード設置費用

活動支援センター 総会資料分コピー代
エディオン プリンターインク代
エディオン プリンターインク代
ユーホー プリンターインク代他
エディオン プリンターインク代
ユーホー 電池代（単3）
ユーホー プリンターインク代
ユーホー プリンターインク代
ユーホー プリンターインク代
ユーホー プリンターインク代

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 消耗品費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 9 20 22,000 22,000
2 6 3 11 20,000 42,000
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

42,000

出     納     簿

支払先 摘　　　要
作業者 2階封鎖作業用
（有）プレスト 旧今井小学校保冷庫修理保守

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 修繕料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 28 630 630
2 6 7 630 1,260
3 7 24 630 1,890
4 10 4 630 2,520
5 12 26 630 3,150
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

3,150

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ファミリーマート ハガキ　63×＠10
ローソン ハガキ　63×＠10（まちづくり計画用）

仁科 ハガキ　63×＠10（まちづくり計画用）

郵便局 ハガキ　63×＠10（まちづくり計画用）

　〃 ハガキ　63×＠11（まちづくり計画用）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 通信運搬費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 20 1,500 1,500
2 8 16 8,000 9,500
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

9,500

出     納     簿

支払先 摘　　　要
支援センター 登録団体年会費
日本防火・防災協会 防火管理者新規講習受講料

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 手数料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 10 3,960 3,960
2 5 10 3,960 7,920
3 6 12 3,960 11,880
4 7 10 3,960 15,840
5 8 10 3,960 19,800
6 9 11 3,960 23,760
7 9 12 10,230 33,990
8 10 10 3,960 37,950
9 11 10 3,960 41,910
10 12 11 3,960 45,870
11 6 1 10 3,960 49,830
12 2 13 3,960 53,790
13 3 11 3,960 57,750
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

57,750

出     納     簿

支払先 摘　　　要
笠岡放送 ネット接続料（4月分）
　　〃 ネット接続料（5月分）
　　〃 ネット接続料（6月分）
　　〃 ネット接続料（7月分）
　　〃 ネット接続料（8月分）
　　〃 ネット接続料（9月分）
　　〃 光ネット移設費用
　　〃 ネット接続料（10月分）
　　〃 ネット接続料（11月分）
　　〃 ネット接続料（12月分）
　　〃 ネット接続料（1月分）
　　〃 ネット接続料（2月分）
　　〃 ネット接続料（3月分）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 使用料及び賃借料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 10 4,150 4,150
2 6 12 4,150 8,300
3 7 10 4,150 12,450
4 8 10 4,150 16,600
5 9 11 4,150 20,750
6 10 10 4,150 24,900
7 11 10 4,150 29,050
8 12 11 4,150 33,200
9 6 1 10 69,590 102,790
10 2 13 4,150 106,940
11 3 11 4,880 111,820
12 4 10 4,150 115,970
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

115,970

出     納     簿

支払先 摘　　　要
アクア美保 浄化槽点検（4月分）
　　〃 浄化槽点検（5月分）
　　〃 浄化槽点検（6月分）
　　〃 浄化槽点検（7月分）
　　〃 浄化槽点検（8月分）
　　〃 浄化槽点検（9月分）
　　〃 浄化槽点検（10月分）
　　〃 浄化槽点検（11月分）
　　〃 浄化槽点検（12月分）・浄化槽清掃代

　　〃 浄化槽点検（１月分）
　　〃 浄化槽点検（２月分)＆モーターゴムバンド

　　〃 浄化槽点検（３月分）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 浄化槽管理

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 3 14 34,800 34,800
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

34,800

出     納     簿

支払先 摘　　　要
エディオン クリーナーPV‐BL3KN

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 備品購入費

No. 1



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

広報活動

66,500

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

広報紙印刷代 8,993 5/11　ラクスル株式会社（臨時号）

広報紙印刷代 9,445 6/16　ラクスル株式会社（26号）

まちづくり活動のDVD代 2,480 7/10 　カメラのキタムラ

広報紙印刷代 9,595 8/8　ラクスル株式会社（臨時号2）

広報紙印刷代 8,699 9/18　ラクスル株式会社（27号）

広報紙印刷代 8,951 12/12　ラクスル株式会社（28号）

広報活動 3,290 12/17、2／12、2／15，2／23，2／27デジカメプリント（キタムラ）

広報活動 5,298 12／8デジカメプリント等、2／2KSDU（キタムラ）、2／15コピー等（ミヤケ）

広報紙印刷代 9,749 3／12　ラクスル株式会社（２９号）



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 66,500

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

地域活性化事業

128,895

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

飲料費 1,600 8/1 旧今井小学校一時利用開所式用お茶代　16×＠100

DVDプレイヤー 9,980 12/13　エディオン

書棚代 28,510 12/13　ニトリ

整理棚 51,920 ２／２３　ユーホー４台×＠１２，９８０

コピー代 3,885 ３／３開催、相続登記義務化関連講座資料



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 95,895

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

プロジェクタースクリーンPJS-100-169 33,000 1/16　ワタナベ文具

計 33,000

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

774 11/15バーク堆肥3×＠258

地域交流事業

21,939

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

ミニ農園用 2,412 5/26　牛糞、パルプ、花と野菜の土等

　　〃 1,833 6/3　ハードコートワイヤ、ポリポット3×＠162、マルチ

　　〃 2,301 6/3　花と野菜の土3×＠767

　　〃 2,955 7/8  花と野菜の土3×＠767・赤玉土小粒2×＠327

　　〃 1,633 7/8　マルチ・マルチ押さえ

　　〃 2,283 8/5　花と野菜の土＠767、パルプ＠258、赤玉＠654×2、コスモス種＠151×4

　　〃 774 9/30　牛糞3×＠258

　　〃 1,290 10/28　バーク肥料5×＠258

　　〃

　　〃 755 11/１５花の種(菜の花等)

　　〃 2,529 11/18・26　培土等

相続・遺言・成年後見精度を学ぼう！ 400 3／３講師お茶代４本×@１００

今井スマホスクール 2,000 3／28講師お茶代２０本×＠１００



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 21,939

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

自主防災事業

11,309

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

10/29防災実習（パッククッキング） 11,309 10/27材料費



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

計 11,309

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



〔事務様式７〕 協議会名（ ）

まちづくり計画策定スケジュール（令和５年度申請時記入）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

今井地区まちづくり協議会

令和４年度策定状況 令和５年度策定スケジュール

アンケート内容検討

アンケート実施

アンケート結果共有会

まちづくり計画検討会

まちづくり計画検討会

まちづくり計画検討会

まちづくり計画検討会

まちづくり計画検討会

まちづくり計画検討会

拠点計画検討

拠点計画検討

拠点計画検討

拠点計画検討

        年月

策定手順



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.1

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 今井地区まちづくり協議会

活動名 広報活動

活動目的

地域情報を共有することで、まちづくり活動に関心・興味をもっていただき、活動に具体的に参加していただくこと。

活動内容

広報し４回／年また、臨時号２回／年発行する。

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

今井小学校廃校そして、活動拠点移動・まちづくり計画策定と激
しく活動が変動する中、地域にタイムリーに情報を提供すること
が出来た。

参加につながる広報メンバーの強化。

広報紙によって、まちづくり活動だけでなく、地域情報のスペースも確保して、地域全体の流れを地域住民の皆
様に周知し共有できる広報活動を目指したい。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.2

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 3
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 4
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 今井地区まちづくり協議会

活動名 地域活性化事業

活動目的

”より楽しく・より住みやすい今井”を目指して、２０２４年４月拠点を今井小学校跡地に移し、新たなまちづくりを展開するための準備
期間とする。

活動内容

まちづくり計画の具体的推進①空き家・耕作放棄地・獣害②みんなの集まる場所③若い世代の参加④移動・見守り・助け合いの４
テーマ。本年度は空き家の実態調査によるマップづくりから開始の予定。

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

「新しい今井づくり」を目指し、今井小学校跡地に拠点移動し、住
民アンケートをベースにして住民による協議の積み重ねで、これ
からの活動の骨格である「みんなの今井　まちづくり計画＆拠点
計画」冊子作製することが出来た。

「新しい今井づくり」の活動方針に基づき、具体的活動を展開するこ
と。

２０２５年度中に今井小学校跡地に拠点移動ができる状態となった。それに向けて、具体的活動が開始できるレ
ベルまで進めること。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.3

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 3
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 3
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 3
地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 今井地区まちづくり協議会

活動名 地域交流事業

活動目的

郷土に誇りが持てて、いつまでも住み続けたいと思うまちづくりを目指して様々な地域交流活動を実施する。

活動内容

休耕地を活用したミニ農園・ミニ花畑を各地域に構築していく。

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

有志による耕作放棄地活用「にこにこ農園」を拡張し、従来の”花
いっぱい事業”と合併した。そして、２０２４年１月より、新たな耕
作放棄地を借用申請してスタートした。

地域に活動を知っていただき、多くの活動参加者を集めること。

耕作放棄地活用の「にこにこ農園」を従来の活動と合併させ、活動推進者を一新することが出来た。２０２４年度
からは活動交付金にて、目的に向けて運営していく。本年度も本格的な活動に向けて試行錯誤している活動に
力を入れていきたい。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

5 No.4

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 3
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 3
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 2
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 3
地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 2
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 今井地区まちづくり協議会

活動名 自主防災事業

活動目的

地域住民が互いに連携・協力して自主的な防災活動を行い防災・減災に寄与する。

活動内容

災害時のリーダー養成を目的とした内容から着手する。

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

今井栄養委員会との防災実習・展示ブースにて、いざという時の
備え、意識の啓蒙・啓発活動を始めることが出来た。また、今立
自治会に働きかけ、防災士を４名確保できた。

当地区には、まちづくり活動から各地区に自主防災組織を設立した経
緯があり、協議会として全面に出ることなく如何に側面から地域支援
するかである。

いざという時のため、地域住民に防災意識を啓蒙・啓発していく。


